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報告した管理者には法廷の場で 
しっかり説明してもらおう！！ 

平成２６年の成田隆浩・ＪＲ東海労新幹線地本委員長に対する不当なボーナ

スカットの理由になった、１１名の管理者による報告内容第４弾！ 
 

夏季手当事象№１３…渡辺幸一助役の報告（陳述書より抜粋） 

 平成２６年３月１２日、庫６番線において、Ｎ７００系（Ｘ７２編成）の

仕業検査を担当していた成田社員は、７００系（Ｂ３編成）の仕業検査の際

に工具（懐中電灯）を置き忘れ、工具（懐中電灯）を返納していないにもか

かわらず、「仕業腰ベルト及び工具チェック表」に返納した旨の記入（空チ

ェック）を行ったため、同日２１時２０分頃、私は成田社員に対して注意指

導を行いました。 

夏季手当事象№１４…阿部鉄文助役の報告（陳述書より抜粋） 

 平成２６年３月１６日６時１０分頃、庫５番線において、７００系（Ｃ４

９編成）の仕業検査を担当していた成田社員は、ボンネット内検査の際に、「大

道具箱『封印』ヨシ」、「直通制御ＮＦＢ、ユルメ電磁弁ＮＦＢ、電制開放スイッチ『定

位』ヨシ」の確認喚呼を行わず、「ＡＴＣ開放運転スイッチカギ箱『封印』の確認喚

呼を誤ったため、私は成田社員に対して注意指導を行いました。 

 

尋問まであと一ヶ月！ 
夏季手当カットのもとになった報告は以上です。 

会社側証人の公的な場での説明・証言をしっかりしてもらおうでは

ありませんか！！       

2016年 9月 23日 10時より  

会社側証人は、中村 滋 助役と 増田 誠 助役   
 
2016年１０月１９日 1３時２０分より  

会社側証人は、渡辺 幸一 総括助役  

 


